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 パーキンソン病 (Parkinson’s disease: PD)において，嗅覚障害は代表的な非運動症状の一つとして知られてい
る．そして近年，重度の嗅覚障害を呈する PD患者において認知症の発症リスクが高まることが指摘されてお
り，嗅覚障害と認知機能障害との関連に関心が集まっている．このような背景から，嗅覚障害を正確に評価す
ることは PDの治療戦略を考える上で重要な意味をもつと考えられる．一方で，日常臨床の場面では，認知症
を伴う PD 患者において嗅覚障害に対する自覚が欠けていることがしばしば観察され，見逃されやすい症状で
もある．そこで本研究では自己の嗅覚障害に対する病識の欠如が，PD 患者における認知機能の低下と関係が
あるかどうかを検討した． 
認知症を伴わない PD患者 31名と健常対照群 20名を対象に，日常のニオイアンケートと Open Essence とい
うニオイ識別覚検査法および全般性認知機能検査を施行した．PD 患者は，近年発表された軽度認知機能障害
を呈する PD患者 (PD patients with mild cognitive impairment: PD-MCI)の診断基準に基づき，全般性認知機能検
査の結果から PD-MCI群と認知機能正常 PD 群 (PD patients with normal cognition: PD-CN)に分類した．そして，
自己の嗅覚機能を正しく自覚しているかどうかを PD-MCI群，PD-CN 群，健常対照群 (healthy controls: HC)の
3 群で比較した． 
本研究の結果，PD-MCI 群では他の群に比して重度の嗅覚障害を呈することが明らかとなった．さらに
PD-MCI 群は嗅覚障害が重度であるにもかかわらず日常のニオイアンケートにおいて PD-CN 群よりも嗅覚機
能について自己評価が高い傾向を示した．主観的な嗅覚検査法である日常のニオイアンケートと客観的な嗅覚
検査法である Open Essence の成績の差を嗅覚障害に対する無自覚スコアと定義して 3 群間での比較を行なっ
た結果，PD-CN 群や HC 群に比して PD-MCI 群では有意に嗅覚障害の自覚が欠如していることが明らかとな
った．さらに，この嗅覚障害に対する無自覚スコアが PD-MCIの診断にどれだけ有用かを ROC 解析で検討し
た結果，感度が 0.85，特異度が 0.72と高い診断能を持つ所見であることが明らかとなった． 
本研究結果から，嗅覚障害に対する自覚の欠如が PD患者における認知機能の低下と強く関係することおよ
び，この無自覚症状が PD における軽度認知機能障害の診断マーカーの一つとなりうることが示唆された． 
